
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インディアカ    平成２７年 11 月２０日発行 

埼玉県インディアカ協会 会長 秋谷昭治 

編集 ＳＩＡ広報部 

６４号 

 

 

発行責任者 

h t t p : / / s i a . m a i n . j p / 

埼玉県インディアカ協会創立３５周年を迎え 11 月１日秋晴れの中桶
川サンアリ－ナにおいて、第 35 回埼玉県インディアカ大会が開催され
ました。６種目に８５チームの参加（女子 11 チーム・シニア女子２４
チーム・スーパーシニア女子 13 チーム・男女混合 9 チーム・シニア男
女混合１３チーム・スーパーシニア男女混合１５チーム）がありました。 
昼休みを利用してゲ－ムが行われ、全チ－ムを 12 コ－トに振り分け

て各チ－ムより 4 人選出し、ヒシャクでサ-ビスボ－ルを片手で受け取
り、何回取れたかを競い、得点の多い順から 3位まで表彰されました。
取れないで転んだりなど拍手と笑いの楽しいひと時でした。 

アニモ 
シニア女子Ｂ 

東内野 
女 子 

びたみん Ｇ 
ｼﾆｱ女子Ａ 

ひまわり Ｈ 
男女混合 

ひまわり Ｚ 
シニア男女混合 

天元 
スーパーシニア 
男女混合 

ブル－エンジェル 
スーパーシニア女子 

秋谷会長           運営スタッフ    開 会 式 風 景      ８５チ－ム集結 
 

あれから 35年--交流宣言 
ス－パ－シニア混合 
ＳＳＯＦＹＳ混成チ－ム 

各種目コートの優勝チームの皆さん 
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昼休みを利用してのチーム対抗お楽しみキャッチングゲ－ム 

【試合風景】 

ナイスキャッチ いくわよ～ 

おっとと～あ～こぼれたー ちょっとーおねがい 

開会のことば--35周年おめでとうございます--楽しい 1日でした 
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県協会創立３５周年となる第１７回シニア大会が 9月 13日春日部市「ウイングハット春日部」に於いて

６６チーム（シニア女子２２・スーパーシニア女子１６・シニア男女混合１４・スーパーシニア男女混合
６+関東大会出場選 8）の参加があり熱戦が繰り広げられました。 
今年６０歳になった人２２名、７０歳を過ぎている現役プレ－ヤ１６名が「輝く人」賞を受賞、記念写真
に写っている“素敵な笑顔に乾杯!!” 「継続は力なり」ですね。これからも現役で元気に頑張りましょう。 

交流宣言：とっくり-ずＰ(春日部市) 

今年の「輝く人」賞 受賞の皆様 

2 位 

 

【70 歳以上】 【60 歳】 

特別賞 

シニア６６チームが集結！（開会式） 
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１位 

関東甲信越スーパ－シニア混合（女子「スバルＳＳ」出場） 

天元（出場） とっくりーず雅（2 位） 

今大会最年長 

 

白岡市 加藤勝治さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2回指導審判委員会 

【試合風景】 

平成 27 年 10 月 24 日県民活動総合セ

ンタ－に於いて 25 名の指導審判員が

参加、県協会会員が過去 4年ほど前よ

り毎年 100名前後の会員数減があり、

予算の縮小や支出減の対応、普及活動

への応援、未登録地域での主催大会の

開催、近県協会やチ－ムとの交流等出

来ることからやりましょう。午後より

競技規則の事例と解釈の勉強会が行

われました。又 11 月頃より改善され

たボ－ルの入荷発送が開始されるそ

うです。28 年 1 月より改良されたイ

ンディアカボ－ルを採用して県の大

会が出来る様になる予定との事です。 

ナイスサ－ブ 植木と記念写真 

記念植木 
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５月３１日草加市市民体育館において、役員を含め８６人の参 

加で開催されました。小松原麻紗子講師により「スムーズでわ 

かりやすい審判を行うために」をテーマに【主審・副審・線審】 

に分けてポイントを説明されました。①競技規則の理解、②姿 

勢を正して明瞭に示す、③判断する技術は経験で高める、④は 

てな？と思ったらすぐ確認するなど、わかりやすい審判を目指 

した講習会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月 31日、新藤美佐子指導審判員による、全体
講義後講習会参加者 74名の希望で、初めての試
み「主審、副審、線審」の部に分かれての実技を
細部に渡っての講習会に参加者の関心は高く、各
部門での熱心な講習態度に、今までにない講習会
風景でした。初めて、より高い審判を目指したい
という意欲の現われに敬意を持ちました。 

５月２４日、入間市宮寺公民館におい

て西部ブロックの審判講習会が行わ

れました。 

参加者６８名とブロック理事 12名が

加わり、6名×3チ－ムの 4コ－トに

分かれ各チ－ムが主審・副審・線審を

体験。講師は内田由美子指導審判員と

小松原麻紗子認定員により指導を受

けました。 

７月 19日台風一過の暑い中、小鹿野町民体育 

館に於いて、参加者 34名、講師に清水栄一認定員 

を迎えて北部ブロック審判講習会が行われました。 

「日頃、疑問に思っている事、わからない事があれ 

ば何でも聞いて下さい」との、講師の発言で緊張し 

易い講習会の雰囲気が和らぎ、参加者一同汗だくに 

なりながらも最後まで学ぶことが出来ました。 

主審のみならず、副審、線審の役割も大変重要な事 

を再認識させて頂きました。本日、学んだ事を今後 

の試合の中で生かして行きましょう！ 
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７月２６日南部ブロック予選会は昨年に引き続き蓮田パルシーを会場とし、４３チームの参加を受け開催

されました。空調が効いた中、熱戦が続き中央大会出場２７チームが決定し、代表認定証が手渡されました。

今年度は「県の取り決め」により『男子』は予選会をせず全６チームの中央大会直接出場となりました。８

月２３日の中央大会は改装なった【桶川サンアリーナ】での大会となります。関東甲信越大会出場を目指し

て中央でも頑張ろうとの声も聞かれる予選会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１２日所沢市市民体育館に於いて、６種目（男女混合＝9・シニア混合＝14・ス－パ－シニア混合＝6・

女子＝7・シニア女子＝9・ス－パ－シニア女子＝7）（男子＝1は試合なし）53チームが集い、西部ブロック

予選会が開催され、朝早くから総当たりの熱戦が繰り広げられました。予選試合無しの種目もありましたが、

午後になったら疲れと冷房のせいか足が吊る人が多くなりました。結果的には仲間と笑って帰れるチ－ム・

無言で帰るチ－ムと様々でした。中央大会の本戦に期待し優勝目指して頑張って下さい。 

男女混合 力強い選手宣誓「とんぼ」 

シニア女子 スーパーシニア女子 

７月１２日秩父市文化体育センターに於いて、県協会から中村副会長にお越しいただき 5 種目１０チ

ームが集い、北部ブロック予選会が開催されました。年々参加チームが少なくなり、予選試合無しの

種目もありましたが、中央大会の本戦出場に向けて真剣勝負の試合が繰り広げられました。 

北部ブロック代表になったチームの皆さん、中央大会では優勝目指して頑張って下さい。 
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選手宣誓「ひまわり」 シニア女子 

27年度南部ブロック予選会 

 

27年度東部ブロック予選会 

梅雨あけ前の 7月 12日、蓮田パルシ－において東部ブロック予選会が行われました。 

参加 40チ－ム、中央大会のキップを手にするのは、23チ－ム。 

各コ－トでは熱戦が続き、各チ－ムの明暗が分かれた 1日でした。 

選手の皆さん、お疲れ様でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞者のみなさん 

左：綱木 一 （所沢市レク協） 

中：荻野 澄子（県協会） 

右：山中 卓雄（秩父市レク協） 

 平成２７年１１月８日 戸田市文化会館に於いて、埼玉県レクリ
エーション大会 の総合開会式・式典が開催されました。総合開会
式では、オープニングアトラクションの後４５人に功労者表彰、
１９団体に優良団体表彰が秋谷会長より授与されました。インデ
ィアカ協会では、荻野澄子さんが功労者表彰を、所沢市レクリエ
－ション協会から綱木一さんと、秩父市レクリエ－ション協会か
ら山中卓雄さんが功労者表彰を受けられました。  
午後 1時から種目別交換会・講習会に移り、インディアカは笹

目東小学校体育館で行われました。戸田市インディアカ協会の皆
さんと県協会の指導審判員、普及活動委員会の皆さんに来場者へ
のインディアカ体験指導をして参加者に楽しんで頂きました。  

笹目東小学校体育館において 

インディアカ体験・普及活動 

笹目東チーム・県協会スタッフ 

の皆さんありがとう 

県レク活動風景 
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オ－プニングアトラクションに車椅子ダンス・全国優勝ダンサ－等ありました 



              

 

 

 

 

 

                       

                             

                             

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

                    

さしく   

    

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

県協会 27 年度の行事も残りわずかになってまいりました。今年はなれない新しいメンバ－でスタ－

トした広報部ですが、試合の合間にカメラを持って大会風景や感動をあたえる好プレーを探し、又普及

につながる所があれば取材に、少しでも役立つ記事を届けたいとがんばっております。会員の皆さんか

らも地域で新しいニュ－スの投稿お知らせご協力をお願い致します。 

鶴巻篤子 栗原一雄 矢尾板勲 齋藤淑子 手島トミ子 安藤功 白井義数                          

◇競技規則Ｑ＆Ａ 

Ｑ：リストバンド及び肘あては認められますか？ 

 Ａ：認めています。 

   プレ－中にインディアカボ－ルが手首から肘までの部位に接触しても、その後の 

   プレ－に大きな影響を与えないこともあり認めています。 

  Ｑ：手や指へのテ－ピングは認められますか？ 

  Ａ：認めていません。 

  競技規則に「自分のプレ－が有利になるような物を身につけて競技してはならない」 

  テ－ピングはプレ－が有利になると考えられますので認めていません。 

Ｑ：サービスしたボ－ルを、一打目で打ち返した場合、すべて反則になりますか？ 

Ａ：すべてが反則ではありません。条件が揃った場合に反則になります。 

  条件とは、①フロントゾ－ン内②ネットより高いボ－ル③打ち返したボ－ルがネットを 

  超えた瞬間。以上の条件が揃った場合は、打ち返す意思がなくても反則となります。 

27年 11月 22日  関東甲信越ブロック大会(前橋市) 

27年 11月 28日 理事会・普及活動会議（県民活動センタ－） 

28年 01月 17日  新年会 (大宮清水園) 

28年 01月 23日 執行・ブロック長会議（県民活動センタ－） 

28年 02月 07日  さくら草大会（狭山市） 

11 月 15 日幸手市インディアカ協会の設立 30 周年記念式典がありまし

た。おめでとうございます。今後とも県協会の牽引役をおねがいします。 
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